
Point
A病院で診断、治療が行われたため

初回治療終了後と考える

Point
B病院で診断、自施設にて治療が行われている

Point
Cクリニック、自施設どちらも診断しているが

最も確からしい検査をしているのは
自施設であるため自施設診断となる

治療施設コード



側性と局在コード（側性なし）が矛盾
エラー1位 E4003

Point 
「3.両側」が使える疾患は3つです

・両側卵巣に発生した同じ組織形態の卵巣腫瘍
・両側腎臓に発生した腎芽腫（ウィルムス腫瘍）
・両側網膜に発生した網膜芽細胞腫

Point 
わからない場合、もしくは正中の場合は 9.不明

側性コード



観血的治療の有無と進展度・術後病理学的(660、777)が矛盾

治療施設と進展度・術後病理学的が矛盾

エラー2位 E4020

エラー3位 E4014

Point
初回治療は、K病院で化学療法と放射線治療

が計画されている

進展度・術後病理学的コード

Point
自施設で手術をしていないため

660.手術なし・術前治療後となる


